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第1928回 (2007．9.19(水）晴) NO.1308 観月例会

出席報告

会員数77名 出席数 42名 欠席数 32名

出席免除会員 ３名（荒川(雄)君、村上君、田中君）

出席率 ５６．７５％

前回補正出席率 9/12 75.67％ 9/5 79.72％

欠席者

芦立君、足立君、圓道君、藤尾君、深田君、秦野(愛)

君、秦野(一)君、細田君、井上(博)君、岩崎（浩)君、岩

崎(稔)君、河井君、川端君、木美君、木下君、小土井

君、北沢君、松本(啓)君、松本(正)君、松浪君、尾沢君、

小椋君、佐田山君、高林君、高橋君、瀧井君、田村君、

上森(明)君、寺崎君、内田君、梅田君、吉野君、

ビジター

須山修次君、永東康文君、松本久君、坂口清太郎君、

田原和行君、早原弘之君、井藤久雄君、依藤英雄君、

児嶋敏雄君、竹田博政君、稲田泰博君、中野四郎

君、中津尾健君、並河勉君、門脇俊伸君、松本哲

哉君、灘尾誠君、神鳥高世君（米子）、藤川智康君、

清水幸憲君、中西篤彦君、坂本高司君、奥田義人

君、多羅尾整治君、鈴木信君、片山良孝君、見尾

保幸君、松村順史君、若槻聡君（米子南）、持田光

雄君、藤原忠君、魚谷純君、安本辰雄君、現銀谷

正君（米子中央）、影山和夫君、益田憲治君、門脇

玲子君（松江しんじ湖）、杉原信之君（松江東）児嶋

三枝君（恵比寿）

メーキャップ

梅田君、木美君（9/20米子中央）、井上(博)君、佐

田山君（9/21米子）

今週のお祝い

スマイルＢＯＸ 0円 （累計383,000円）

幹事報告

１．地区大会における表彰および物故会員について

２．２００８年３月卒業見込みＩＡの表彰について

米子松蔭高等学校ＩＡＣ 卒業生見込 ５名

３．第９９回ＲＩ世界大会参加のお願い

２００８年６月１５日(日)～１８日（木）

米国 ロサンゼルスにて

会長挨拶

本日は観月例会ということでご家族の皆様方には大

変暑いところご参加頂き有難うございました。今日は

お酒の音について話してみたいと思います。私は最

近好きになったのは夏はさらしとした冷酒です。これか

ら段々涼しくなりますと本格的な日本酒が良くなります。

徳利によっては持ちきれずに勢い良く注いだりします

とカッポカッポという音がする事があります。もう一度同

じ音を聞こうと思っても、なかなか出ないので、つい一

本が二本と飲み干してしまいます。なぜこの音に興味

を抱くかと言いますと、以前友達と一緒に囲炉裏を囲

んで、青竹の筒の中に熱燗を入れてついでもらうと、

カッポカッポという音がしました。このカッポ酒は青竹

の香りもさることながら、その時に発生するカッポという

音はなかなかムードがあって忘れることの出来ない思

い出の一つです。カッポという音が出た、出ないと言っ

て飲むお酒は心豊かに夢が広がり楽しくなります。こ

れからは五感を充分に働かせて心に残る思い出を

いっぱい飲みたいものです。



次回プログラム
９月２６日 「私の考える職業奉仕」

山根喜代寿君、戸田忍君

三井別館 ６階

１０月３日 「ロータリーの友紹介」
雑誌委員 前田武志君

「 」
米山奨学生 郭 權慧 氏

ロータリーへの想い

「ロータリーへの思い」

細 田 耕 治

例会出席率約２５％、という不良会員であります。ある

先輩会員によると、そんな出席率では本来なら強制退会、

なんだそうですが、やさしい方々に守られてか、なんとか

未だメンバーの端くれに加えていただいております。有

り難や有り難や。

入会の第一の動機は、何を隠そう「甲子園で野球がで

きる」ということでした。そして実際、入会して一年も経た

ないうちに、甲子園でプレーするという夢を実現したので

あります。阪神タイガースと高野連以外で、毎年甲子園

を使用できるのはロータリークラブだけだ、と聞きあらた

めて「あぁ、ロータリークラブに入って良かったなぁ」と、

心底思ったものでした。

がしかし、いろいろな事情があるようで、その後、我が

米子東ロータリークラブは甲子園の土を踏んでいない

わけです。野球部の皆様、来年こそは、憧れの甲子園

へ行こうではありませんか！腕に覚えの皆様も、いつま

で野球ができるかわからないのですから・・・。

私も、ロータリールールによるピッチャーの年齢制限（45

歳？）に達しましたので、今度は甲子園のマウンドに立

てるよう、オフにしっかりと肩づくりをし、甲子園への出

席率１００％を目指したい、と思っております。

観 月 例 会


